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1. 研究目的と背景

2. 非破壊的木構造データベース Jungle

3. Index

4. Indexの差分Update

5. Differential Jungle Tree
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図 1 goto による Code Segment 間の接続

6. 非破壊 Red Black Tree の実装

7. Gears OS の構成

• Context

• TaskQueue
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• TaskManager

• Persistent Data Tree

• Worker

Data Gear の Allocation 用の情報

8. TaskQueue
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9. Persistent Data Tree
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図 2 木構造の非破壊的編集

• 各ノードは赤または黒の色を持つ。
• ルートの色は黒である。
• 赤ノードは 2つの黒ノードを子として持つ (赤ノー
ドが続くことはない)。

• ルートから最下位ノードへのパスに含まれる黒
ノードの数はどの最下位ノードでも一定である。
これらの条件によってルートから最も遠い最下位
ノードへのパスの長さはルートから最も近い最下位
ノードへのパスの長さの 2 倍に収まることが保証さ
れる。



10. TaskManager

11. プロトタイプの動作

• 配列サイズを元に index, alignment, 配列へのポ
インタを持つ Data Gear に分割。

• Data Gear を Persistent Data Tree に挿入。
• 実行する Code Gear(Twice) と実行に必要な

Data Gear への key を持つ Task を生成。
• 生成した Task を TaskQueue に挿入。
• Worker の起動。
• Worker が TaskQueue から Task を取得。
• 取得した Task を元に必要な Data Gear を Per-

sistent Data Tree から取得。
• 並列の処理される Code Gear(Twice) を実行。
要素数 217*1000 のデータを 640個の Task に分割
し、コア数を変更して測定を行った結果を表 1、図 3

に示す。
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表 1 要素数 217*1000 のデータに対する Twice
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図 3 要素数 217*1000 のデータに対する Twice

12. 分散環境での JungleDBの書き出し実
験方法の提案

13. ま と め
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